
［様式２（汚染水処理対策委員会に報告し、一般公開となるものです）］ 

御提案書 

技術分野 ④（「技術提案募集の内容」の該当番号を記載願います） 

御提案件名  漏水箇所を考慮した建屋間ギャップの止水方法 

御提案者 株式会社 竹中工務店 

１．技術等の概要（特徴、仕様、性能、保有者など） 

局所地下水流動モデルと地下水位および微小流速の流向の測定結果を用いた逆解析によ

り漏水箇所を事前に特定し、局所的な止水対策をすることで、建屋内への地下水流入を低

減できる遮水技術。建屋間を含む狭小地（最小幅 1m）で、埋設トレンチや配管へ過大な圧

力を作用させないよう、高圧噴射攪拌工法と低圧薬液注入工法を併用した遮水技術。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．備考（以下の点など、可能な範囲で御記入いただけますようお願いします） 

・開発・実用化の状況（国内外の現場や他産業での実績例、実用化見込み時期を含む) 

  実施例あり（HTI建屋地下水流入箇所調査、地下水流入対策） 

 

・開発・実用化に向けた課題・留意点 

 

・その他（特許等を保有している場合の参照情報等） 

 

 

②流向流速の測定

漏水ﾎﾟｲﾝﾄ

cm/s

(0.6cm/min)

①地下水流動の局所モデル

③漏水箇所の特定

比較

（電位・温度による方法）

地盤とセメントスラリーを
攪拌して改良体を形成

注入した分、
排土される

施工時の地盤内圧力が上部へ逸散
するため、周辺地盤へ作用しない

改良径：
1～8m

注入

④-1 高圧噴射攪拌工法

STEP1：仮止水地盤改良
（漏水箇所の地下水流動

を小さくする）

低圧薬液注入：
地盤改良の及ばない

範囲に対して実施

トレンチ

建屋

トレンチ

建屋

難透水層

透水層

難透水層

透水層

【構造物が難透水層に達している場合】 【構造物が難透水層に達していない場合】

STEP2：本止水地盤改良
（漏水箇所を止水する）

漏水箇所 漏水箇所

④-2 漏水箇所の止水方法

【止水対策フロー】

START

②建屋付近の地下水の水位、
微小流速の流向測定

①建屋・トレンチを考慮した
地下水流動の局所モデル
の作成

各
エ
リ
ア
に
つ
い
て
実
施

③計測結果と局所モデルを
活用した逆解析による漏水
箇所の特定

④構造物への影響を考慮した
漏水箇所の局所止水改良

⑤地下水の水位・流向の計測
による止水効果の確認

END

止水効果
あり

Yes

No
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（備考）技術提案募集の内容（６分野） 

① 汚染水貯蔵（タンク等） 

② 汚染水処理（トリチウム処理等） 

③ 港湾内の海水の浄化（海水中の放射性物質の除去等） 

④ 建屋内の汚染水管理（建屋内止水、地盤改良等） 

⑤ 地下水流入抑制の敷地管理（遮水壁、フェーシング等） 

⑥ 地下水等の挙動把握（地下水に係るデータ収集の手法、水質の分析技術等） 
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